





















































































されるまでの時間を gap と呼び，gap を設けた実験課題を gap パラダイムと
呼ぶ。Gomez, Atienza, Gomez, and Vazquez（1996）は，gap パラダイムに
おいては，gap が無い課題で記録される電位変化に加えて，前頭部から中心部
に亘って付加的な陰性の電位変化が生じるということを報告した。この陰性電
位は標的の呈示後 30 ms から呈示後 120 ms まで持続した。Gomez et al．は
この陰性電位とサッカード開始時点との時間的な関係に直接には言及していな





Everling, Matthews, and Flohr（2001）は，gap パラダイムにおける誤反
応に注目し，標的が呈示される前の陰性電位と反応との関係を妨害サッカード
課題（distractor saccade task）によって検討した。妨害サッカード課題にお








































Sakamoto, Luders, and Burgess（1991）は，前頭葉の外側面と内側面に
置いた頭蓋内電極からサッカード関連電位を記録したが，プレサッカディック
・スパイク電位は記録されなかった。この結果を踏まえて Sakamoto et al．
は，プレサッカディック・スパイク電位は皮質外で生じているという見解を支
持している。プレサッカディック・スパイク電位が皮質外から発生していると

























因としては，刺激の輝度（e.g., Marton & Szirtes, 1982）やチェッカーボー





た。ラムダ反応との比較の対象となった VEP として，パタン反転 VEP
（e.g., Billings, 1989 b ; Scott et al., 1981），刺激パタンの動きによって惹起
される運動 VEP（e.g., Riemslag, van Der Heijde, & van Dongen, 1987 ;
４５サッカード関連電位研究の動向
Thickbroom, Knezevic, Carroll, & Mastaglia, 1991），パタン出現 VEP












VEP に対応する，と主張している。ただし，Riemslag et al．の実験におい
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